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Abstract 
This paper aims to clarify both the characteristics of the personal terms in use and the 
language management in Japanese-Chinese contact situations. Previous studies mainly concern 
the verbalization form of the personal terms, but the use of Japanese personal terms is 
situational. Therefore, in this paper, I’ll take in the language management theory (Neustupný, 
1994) and analyze the conversation data of Japanese-Chinese contact situations—which I 
collected by conversation investigation—and the intention of the speaker at the time of the real 
use and the management process will be discussed. 
 
1. はじめに 
日本語の人称詞に関する研究は定義，分類，機能，範疇などいろいろな問題について文法論
的，社会言語学的などの様々な立場から盛んに行われてきたが，人称詞の使用を言語管理の視
点から捉えた研究が極めて少ない．ファン(2000)は会話調査を行い，オーストラリアの香港人
移民と日本人留学生が参加する第三者言語接触場面における英語の話者指示，特に人称詞に関
する言語管理を考察した．考察によって，香港人参加者は話者指示において，接触意識，場面
意識，管理意識を主な言語管理のマクロ・ストラテジーとして採用していることが示唆された．
Fan(2003)では相手場面と第三者場面で管理意識の高かった呼称に関する社会言語的規範意識
について少し触れている．分析結果に基いて，留学生対象者が「評価の基準を厳しくする」「母
語の規範を適用する」「新しい日本語の規範を作る」などの言語規範意識を持って日本語使用
を管理しているとまとめた． 
「指示」と「話し手との関係概念を表す」という機能を持つ人称詞の使用はどのコミュニケ
ーション場面においても参加者同士の関係や位置づけを調整するための重要な言語要素であ
ると言える．会話参加者は，自分と他人との関係をどう把握しているのか，一つの社会の中で
自分をどういうふうに位置づけているのかによって，人称詞を使用し，管理している．では，
母語も違い，文化背景も違う日本人と中国人が参加する接触場面において人称詞をどのように
管理しているかという疑問が浮かんでくる．また，村岡(2006)は言語とは発話された言語プロ
ダクトだけではなく，発話者の言語規範であり，評価であり，調整の計画であり，会話相手と
の相互作用でもあると説明し，第二言語習得論の研究においていまだに言語プロダクトに焦点
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を当てていることを指摘し，言語管理理論(Neustupný 1994)における言語の接触プロセスの重要
性を主張している． 
そこで，本研究では日本語による日中接触場面の会話に焦点をあわせ，言語管理理論の観点
から，会話調査で収集した日中接触場面の会話データを分析し，接触場面における中国人日本
語学習者の人称詞の言語管理プロセスを明確にすることを目的とする．具体的には，接触場面
の会話において，中国人日本語学習者がどのような規範で人称詞を管理するか，人称詞の使用
には逸脱があるか，それが相手に留意されたか，どう評価されたか，その逸脱が調整されたか，
コミュニケーション問題が解決できたか，など一連の疑問を解決していくことを試みる． 
 
2. 調査概要 
2.1 調査方法 
本研究では，人称詞の言語管理を考察するために，日本語による日中接触場面の実際の会話
を録音録画して会話調査を行う．会話調査は 2008 年 5 月から 7 月まで図 1 の手順で行われ，
日本語による日中接触場面の会話を 5 組収集した．具体的には，まず中国人日本語学習者と日
本語母語話者のペアで約 20 分間の日本語会話をしてもらう．本調査では，接触場面において
できるだけ多くの人称詞使用のバラエティーを見つけるために，会話の話題を指定せず，自由
会話の形にした．ただし，話題がなくて会話が続かない可能性があると考え，参考として四つ
の話題を提供した1．そして，各会話を録音録画し，調査者が文字化を行う．それから，一週間
以内に会話参加者に録音録画した会話データと文字化データを示し，１人ずつ会話時の人称詞
を使用する際の意識と言語管理についてフォローアップ・インタビュー (ネウストプニー 1994，
ファン 2002(以下 FUI と略する))を行う．これらの会話データと文字化データと FUI データを
あわせて日中接触場面における人称詞の管理プロセスを考察する． 
 
図 1: 調査手順 
 
 
 
 
 
 
 
    
 
 
 
 
2.2 調査協力者 
本研究の調査協力者の概要は表 1 のようである．日本語母語話者のほうは，日本の A 大学に
在籍している学生．中国人日本語学習者は 2007 年から短期留学生として来日し，同じく日本の A
大学に編入している留学生であり，総計 10 名である．各ペアはすべて友人同士の関係で，ペ
ステップ 1: 
日本語で約 20 分間の自由会話 
ステップ 2: 
会話データを文字化する 
ステップ 3: 
人称詞の使用意識と言語管理について
会話参加者に 1 人ずつ FUI を行う 
会話データ 
文字化データ 
FUI データ 
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ア 5 を除いて他の 4 ペアは日本語母語話者が中国人日本語学習者のチューターでもある．チュ
ーターは外国人留学生が最初に A 大学に来た時学校によって指名され，一年間にわたり生活や
勉強などいろいろな面から一対一の方式で留学生に支援を与える日本人学生である．調査協力
者の各ペアの中国人日本語学習者とチューターは週に一回の定期的な面会のほかにも不定期
的に会うことが多く，友人として認めていると FUI で確認した．中国人日本語学習者は全員日
本語上級話者で，録音録画時点ではそれぞれ 8～9 ヶ月の日本滞在歴を持っている． 
 
表 1: 調査協力者の概要 
会話 
番号 
参加者 母語 年齢 性別
日本滞
在歴 
会話収録 関係 
会話 1 ペア 1 
J1 日本語 22 歳 女性 ― 
22 分 48 秒
友人， 
チューター C1 中国語 21 歳 女性 8 ヶ月
会話 2 ペア 2 
J2 日本語 19 歳 女性 ― 
21 分 06 秒
友人， 
チューター C2 中国語 21 歳 女性 8 ヶ月
会話 3 ペア 3 
J3 日本語 20 歳 女性 ― 
19 分 50 秒
友人， 
チューター C3 中国語 22 歳 男性 9 ヶ月
会話 4 ペア 4 
J4 日本語 21 歳 男性 ― 
19 分 34 秒
友人， 
チューター C4 中国語 21 歳 女性 8 ヶ月
会話 5 ペア 5 
J5 日本語 22 歳 男性 ― 
20 分 51 秒 友人 
C5 中国語 21 歳 男性 9 ヶ月
 
3. 分析の枠組 
3.1 人称詞 
鈴木(1973)は，「自称詞とは，話し手が自分自身に言及する言葉のすべてを総括する概念」で
あり，「いわゆる一人称代名詞は当然のことながら自称詞の極一部となるにすぎない」，「対称
詞とは，話の相手に言及する言葉の総称である」，「対話の中に登場する第三者は他称詞と呼ぶ
ことになる」と説明した．また，田窪(1997)は人称を表す語の「名前」などを固有名詞類にし，
「親族名称」「職業名称」「地位名称」を定記述類にまとめた． 
本稿では，以上の鈴木(1973)と田窪(1997)の人称詞に関する定義を基にして，従来の「わたし」
「あなた」「かれ」などの一，二，三人称代名詞のほかに，人を指す「名前」などの固有名詞
類と「親族名称」「職業名称」「地位名称」などの定記述類をも人称詞として考察対象に入れて，
これらの人称代名詞，固有名詞･定記述類の人称詞を自称詞，対称詞，他称詞に分けて分析す
る．それらの具体例は表 2 のようである． 
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表 2: 人称詞分類の具体例2 
人称詞 具体例 
自称詞 
一人称代名詞 わたし，わたくし，ぼく，おれ，あたし，等 
固有名詞・ 
定記述 
お父さん，パパ，親父，等 
姓名，姓名＋さん，＋くん，＋ちゃん，＋さま，等 
 
対称詞 
二人称代名詞 あなた，あんた，おたく，きみ，おまえ，きさま，てまえ，等 
固有名詞・ 
定記述 
お父さん，パパ，親父，等 
姓名，姓名＋さん，＋くん，＋ちゃん，＋さま，等 
社長，課長，会長，先生，等 
お客さん，運転手さん，お医者さん，等 
他称詞 
三人称代名詞 かれ，かのじょ 
固有名詞・ 
定記述 
お父さん，パパ，親父，等 
姓名，姓名＋さん，＋くん，＋ちゃん，＋さま，等 
社長，課長，会長，先生，等 
お客さん，運転手さん，お医者さん，等 
 
3.2 言語管理理論   
本研究は，接触場面のコミュニケーションにおける中国人日本語学習者の人称詞について，
最後に表層化された3人称詞の表現形式のプロダクトだけでなく，表層化に至るまでの管理プロ
セスを分析することを目的としている．そのため，言語管理理論(Neustupný 1994)のインターア
クション・モデルを取り入れることにした．言語管理理論は，非母語話者を含むインターアク
ション場面において，単に生成的に実現される行動だけではなく，規範や期待からの逸脱から
始まる管理的な諸過程が頻繁に行われていることにも焦点をあわせている．この理論によれば，
言語管理プロセスは(1)規範からの逸脱から始まり(逸脱段階)，(2)それが留意され(留意段階)，
(3)留意された逸脱が評価され(評価段階)，(4)評価された逸脱の調整のための手続きが選ばれ(調
整計画段階)，(5)その手続きが実施される(調整実施段階)，というモデルになる． 
例えば，まず会話参加者の発話に上下関係が不適切に表現されるという日本語規範からの逸
脱が現れた．参加者が自身のコミュニケーション規範によってこの逸脱に留意して，会話の進
行によくないなどと否定的な評価をした．そこで，この逸脱を取り除くために，参加者は調整
のためのアクションを選び，上下関係が表現できる人称詞を使用するか使用しないか，使用す
る場合はどんな適切な人称詞を使用するか，使用しない場合はどんな表現を用いるか，などの
調整ストラテジーを決める．最後に参加者が選択した調整ストラテジーを実施し，コミュニケ
ーションを続ける． 
本稿では，逸脱段階と調整計画段階を中心に管理プロセスを分析するが，主に中国人日本語
学習者の話者の行動にどんな規範からどんな逸脱が発生したか，また話者がその逸脱に対して
どんなストラテジーで人称詞を使用したりしなかったりして調整したかについて考察する．調
整については，暗示化している逸脱に対する表面に現れない回避などの事前調整(発話が始まる
前の調整)と，計画変更などの事中調整(発話が始まってからの調整)と，顕在化した逸脱に対す
る事後調整(発話が終わってからの調整)(ネウストプニー 1978，1995)に分ける． 
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4. 分析結果 
4.1 人称詞の使用の概観 
まず，会話における中国人日本語学習者の人称詞の使用と言語管理の分布を下の表 3 にまと
めた．使用例には人称詞の表現形式が実際に発話された例が含まれるが，言語管理例には実際
に発話され，しかも FUI によって話者の言語管理が確認された人称詞の例(事中調整，事後調整，
二次調整の例)と，人称詞の表現形式まで発話できなかったが，FUI によって話者の事前調整が
あると確認された人称詞の例(事前調整の例)が含まれる．本調査では，中国人日本語学習者の
発話に，人称詞の使用例が総計 80 件があるのに対して，話者の言語管理が見られた管理例は
54 件である．表 3 で示したように，人称詞の使用には，自称詞の代名詞の多用と他称詞の固有
名詞・定記述の多用の傾向が見られた．一方，人称詞に関する言語管理には，対称詞と他称詞
に対する調整，特に事前調整が多いことが明らかになった． 
また，対称詞と他称詞の使用について，中国人日本語学習者の協力者全員が普段からもでき
るだけ聞き手を人称詞で呼ばないことや，人称代名詞を使用せず固有名詞・定記述の人称詞で
聞き手や話題の人を呼ぶようにする意識が強いことは FUI データによって明らかになった． 
 
表 3: 中国人日本語学習者の人称詞の使用と管理分布 (単位: 件) 
人称詞 使用例
言語管理例 
事前調整 事中調整 事後調整 二次調整 小計
自称
詞 
代名詞 34 3 0 8 0 11 
固有名詞・定記述 0 0 0 0 0 0 
対称
詞 
代名詞 2 13 0 1 0 14 
固有名詞・定記述 7 2 0 0 0 2 
他称
詞 
代名詞 0 0 0 0 0 0 
固有名詞・定記述 37 16 1 9 1 27 
合   計 80 34 1 18 1 54 
 
4.2 自称詞の言語管理 
 本調査のデータでは，中国人日本語学習者の自称詞に関する言語管理は人称代名詞の事前調
整と事後調整に集中している．しかも人称代名詞の種類が男女を問わず全部「わたし」だけに
限られ，使用語彙の簡略化の傾向が見られた．その理由について，男性の C3 と C5 は，「わた
し」が最も無難な言い方でどんな場面でも失礼にならないし，「ぼく」「おれ」などは場合によ
っては失礼になることがあると知っているが，具体的にどんな場面で使えないか自信がないた
め，全ての場面で「ぼく」「おれ」を使用しないことにしている，と FUI で述べた．この説明
によって，自称詞の人称代名詞の簡略化について，話者はまず日本語の規範から逸脱が現れる
可能性があると事前留意し(「ぼく」「おれ」がどんな場面で使えないか自信がない)，否定的に
評価する(場合によっては失礼になることがある)．話者はこれらの逸脱を防止するために，何
らかの調整が必要だと判断し(どんな場面でも失礼にならない無難な言い方を使用したほうが
いい)，事前調整を実施する(どんな場面でも「わたし」だけを使用する語彙簡略化のストラテ
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ジーの使用)，という管理プロセスになる． 
固有名詞・定記述の使用意識に関しては，中国人日本語学習者全員が普段から固有名詞・定
記述で自分を指さないという強い意識を持っていることが FUI で報告された．FUI データによ
って，二つの理由が考えられる．一つは中国人日本語学習者は中国語の母語規範によって友人
と話す場面では固有名詞・定記述で自分を指さないことにしているからである．もう一つは中
国人日本語学習者は日本語勉強の経験から日本語で固有名詞・定記述で自分を指すと子供っぽ
いイメージを相手に与えると否定的評価を持ち，使用することが適切な場面でも回避する事前
調整をしているからである． 
 
4.2.1 文脈を明確化するための事前調整 
 例 1 の会話では自称詞の人称代名詞に関する事前調整が FUI で確認できた． 
 
【例 1】 会話 1 から                                  
番号 話者 発話 
1 C1 でもろっ(・･)ぱこ買うの↑ 
2 J1 うん，買う買う，どうかわたしもずっと多分一生これだから， 
3 C1 うん， 
4 J1 でもろ，ろっぱこでも買うと，でも最初は，怖いよね，なんか，そんなこと 
5 C1 そそそ，だから，わたし，やはりそっちにする，かもしれない， 
6 J1 わたしどうしたんだっけなー 
7 C1 いや，わたし多分ね，あの，もともとの値段で，(うん)2500 円くらいで，一ヶ
月分の，とりあえず買ってみてから，うん， 
  
この会話では，C1 と J1 はコンタクトレンズのバーゲンの話題について話している．C1 は最
近コンタクトをつけたくなったので，コンタクトをつける経験の長い J1 にアドバイスを聞きな
がら自分の考えを話している．二人ともそれぞれ自分の感想や考えについて交互に話し合って
いるため，C1 はここで「わたし」を使用して主語の自分をはっきり明示しないと，だれの考え
になるか誤解しやすくなるかもしれないと気づいた．そして，そのような誤解を起こさないよ
うに，「わたし」をはっきり言って，「自分の考えでは」という意味を強調した，と C1 は FUI
で報告した．J1 も FUI では「わたし」の明確な使用で C1 の考えだと誤解せずにはっきり理解
し，話がスムーズに進んだと肯定的な評価をした． 
この例を言語管理の視点から見ると，話者の C1 は，二人が交互に話し合う時「わたし」で
主語を明示しないと文脈が不明になる逸脱が起こりうると発話する前に予測し事前留意をし
た．そして，この逸脱が意味理解に妨害を起こしてコミュニケーションがスムーズに進まない
と否定的に評価した．そこで，この逸脱を防止するために，C1 は指示機能を持つ「わたし」を
付けることで文脈をはっきりさせる事前調整を実施した，というプロセスになる． 
 
4.2.2 指示対象を明確化するための事後調整 
例 2 は指示対象の不明からの逸脱が留意され，それを訂正するため人称代名詞で指示対象を
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明確化する事後調整が実施される管理プロセスの事例である． 
 
【例 2】 会話 4 から                                  
番号 話者 発話 
1 C4 授業の名前は中国とぜんぜん違っていて，名前を，あの見るだけでは，～この
授業はどんなことをやるのかぜんぜん分からない，わたし， 
2 J4 あー 
3 C4 専門用語はいっぱい出てきて，うんー財務管理論とか，どんな内容か，分から
ない， 
 
例 2 では，C4 は自分の取っているある授業について J4 に説明している．この授業は自分の
専攻と違う分野の授業で，授業の名前も中国と違うので，名前だけでは講義の内容には繫げら
れないという自分の感想を発話してから，主語がないので，誰もがそのように思っていると J4
は誤解するかもしれないと心配し，最後に「わたし」を付け加えて，個人の感覚ではこう思っ
ていると強調した，と C4 は FUI で報告した．一方 J4 はこの調整について，「わたし」がなく
ても言っている内容が分かるが，「わたし」が付け加えられたほうがさらに分かりやすくなっ
た，と FUI で肯定的評価をした． 
ここでは，話者 C4 の発話の後，主語の欠落で聞き手が指示対象を誤解する可能性があると
いう話者の伝達規範からの逸脱が発生した．話者が自らこの逸脱を留意し誤解を招きやすいと
否定的に評価して，動作主語を明確化する調整が必要だと判断した．そして，指示対象を明確
化して動作の主語を強調するストラテジーとして指示機能を持つ自称詞の人称詞が付け加え
られて，事後調整が実施された，という管理プロセスが考えられる． 
 
4.3 対称詞の言語管理 
中国人日本語学習者の対称詞に関する言語管理は人称代名詞と固有名詞・定記述の事前調整
に集中している．とりわけ，人称代名詞の使用を回避する事前調整がほとんどである．人称代
名詞の事後調整の例が１件しか考察できなかった．FUI で話者に使用意識を尋ねたところ，日
本人があまり二人称代名詞を使用しないと教室で学習したため，日本人と会話する時，言語問
題が起こらないように場面を問わず二人称代名詞を一切使用しないことにした，という過剰修
正の傾向が明らかになった．会話データと FUI データによって，中国人日本語学習者は聞き手
を呼びかけたい場合や聞き手を指示したい場合，日本語規範に合わせて，主に(1)顔を聞き手の
ほうに向けて目線で聞き手を指し示す，(2)語尾音調の上昇や授受表現や敬語表現で聞き手を暗
示する，(3)「あのう」「ね」などの呼びかけ語の使用で聞き手の注意を呼び起こす，(4)固有名
詞・定記述で聞き手を呼びかけたり指示したりする，といったようなストラテジーを活用する
ことが明らかになった． 
 
4.3.1 丁寧さを保つための事前調整 
例 3 は話者が人称代名詞を回避する事前調整の事例であるが，このような人称代名詞の回避
がすべての 5 組の会話に見られた． 
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【例 3】会話 1 から                                  
番号 話者 発話 
1 C1 (・・)ね，ちょっと聞きたいの， 
2 J1 うん， 
3 C1 あのコンタクトのこと， 
4 J1 うん， 
5 C1 今つけてるの↑ 
6 J1 つけてる，～～ 
 
この会話では，C1 と J1 は前の話題を終えて，新しい話題のコンタクトのことについて話し
合っている．C1 はコンタクトをつけたいが目によくないかといろいろ心配しているため，J1
にアドバイスを求めたい．C1 は番号 1 の発話のところで，まず聞き手の注意を呼び起こそうと
考えた．中国語ならこの場合目的語に対称詞を使用する(「あなたにちょっと聞きたい」という
言い方になる)が，日本人はあまり対称詞を使用しない，使用したら丁寧ではないという意識を
つねに持っているため，対称詞を回避することにし，その代わりに，「ね」を使用して聞き手
の注意を呼び起こした，と C1 は FUI で報告した． 
 この例の管理プロセスを見ると，まず話者が発話する前に，対称詞で聞き手の注意を呼び起
こすと，日本語規範から逸脱する可能性があると予測した．しかもこの逸脱について「丁寧で
はない」と否定的な評価をした．そして，この逸脱を防止するために，話者が対称詞を回避す
る事前調整を実施し，同じ機能を果たす「ね」の表現形式を使用することでコミュニケーショ
ンを維持していった． 
このあとの番号 5 の箇所でも同じ管理プロセスがあったと考えられる．C1 は聞き手の J1 の
状況を聞きたいが，人称代名詞で聞き手を指示すると丁寧ではなく，日本語規範から逸脱する
可能性があると予測した．そして，二人称代名詞を回避して，語尾音調を上昇させるストラテ
ジーで相手を指示する事前調整を施した． 
 
4.3.2 中国語規範の影響からの逸脱を調整するための事後調整 
今回の調査の会話データには，対称詞の人称代名詞の使用がほとんど発話する前に意識的に
回避されたが，1 件だけ代名詞が発話され事後調整される会話例があった． 
 
【例 4】会話 2 から 
番号 話者 発話 
1 J2 え，さちこさんバイトしてたの↑ 
2 C2 アエイの方じゃないの↑って聞いて，あーー，あっ，～～(//～～)ですよです
よって言って，わたし，あミキちゃん，わたしのチューターだよ，って言って，
えっ↑あ，あの，さちこさんもなんかわたしの顔知っているみたいな，(//うん)
あなた，あなた，えーー，その人やさしかった人， 
3 J2 うんやさしいよさちこさん，おねえさま， 
4 C2 うん，やさしいやさしい，本当にやさしい， 
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この会話では，C2 は短期バイトのバイト先で偶然に J2 の知り合いの「さちこ」にあった時
の情況について話している．話題に出た「さちこ」は J2 のサークルの先輩で，C2 とは前から
面識があるが話したことがなかった．そして短期バイトのバイト先で偶然に会って二人ともび
っくりした．番号 2 の発話のところで C2 はその日の場面を思い出しながら二人の間で交わし
た言葉を J2 に伝えようとしている．C2 は「さちこ」が自分を見てびっくして発話した日本語
の言葉をはっきり覚えていないため，別の日本語の表現で言い換えようと考えた．しかしこの
場合に日本人がいったい何の言葉を使ってその驚いた気持ちを表現するか分からないため，同
じ状況下中国人がよく言う中国語の言葉を日本語に直訳して「あなた，あなた」と発話した．
発話のあと，C2 は日本人は二人称代名詞があまり丁寧ではないのであまり使用しないことを思
い出し，この逸脱について調整しようと考えた．しかし，適切な日本語の表現形式をなかなか
思いつかないため，話をそのまま中止して話題を転換する調整手段を取った，という意識が FUI
で報告された．J2 はここの代名詞の使用に違和感を感じたが，C2 が話を中止したため，次の
話に進み，この逸脱について調整しなかったと FUI で報告した． 
この例では，C2 はまず「さちこ」が自分を見てびっくして発話した日本語の言葉をそのまま
J2 に伝えようという意図があった．しかし，元の日本語の言葉を思い出せないという問題が発
生した．そこで，別の日本語の表現で言い換えるストラテジーで調整するという新たな意図が
現れた．しかし，この意図に合わせた機能を持つ適切な日本語表現が見つからないという文法
能力の不足の逸脱が発生した．そこで，この逸脱を訂正するために，母語の中国語の規範を転
移させるストラテジーで中国から直訳した二人称代名詞を使用した．しかし「あなた」と発話
したあと，話者はこの表現が日本語規範から逸脱したと留意し「丁寧ではない」と否定的な評
価をした．しかし適切な日本語の表現形式が見つからないため，話を中止する調整ストラテジ
ーを選び，話題を転換する事後調整を実施した，という管理プロセスとなる． 
 
4.4 他称詞の言語管理 
中国人日本語学習者の他称詞に関する言語管理には固有名詞・定記述についての調整が数多
く見られた．これらの調整は固有名詞・定記述の使い分けが中心となり，上下関係や親疎関係
の表現の不適切さからの逸脱に対するものがほとんどである． 
人称代名詞についての管理が今回の会話データには見られなかったが，FUI データによって，
中国人日本語学習者の全員が普段から「かれ」「かのじょ」を意識的に回避するようにしてい
ることが明らかになった．回避する理由については，「かれ」「かのじょ」には恋人の意味が強
いという日本語規範にあわせた規範があるため，一般の話題の人を指示する時は意識的に代名
詞を使用しないと FUI で全員が報告した．そして，実際の会話場面の会話データでは，話者は
話題の人を指し示す時，代名詞を回避する一方，固有名詞・定記述を高頻度で使用する傾向が
著しく見られた． 
 
4.4.1 上下関係を強調するための事中調整 
 例 5 は他称詞の固有名詞・定記述に対する事中調整の例である． 
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【例 5】 会話 1 から                                 
番号 話者 発話 
1 C1 私は 20 日，二人とも北京―だけど，帰る時間はばらばら， 
2 J1 うんー，あそうなんだ， 
3 C1 うん，でも，おうき，おうきさん4， 
4 J1 うん， 
5 C1 うん，おうきさん，他の先輩は，上海で，でも帰る時間もばらばら，だからみ
んな自分でチケット，調べるの， 
6 J1 おー， 
  
話題に出てきた第三人称の「おうき」は中国人の人名で，C1 が中国の大学にいた時の先輩で
ある．今日本に来ているが，普段中国人同士の間では，先輩でありながらも，中国語の習慣で
「おうき」の名前のままで呼んでいる，と C1 は FUI で説明した．そして，この会話では，最
初は中国語の習慣で「おうき」と名前のままで無意識的に発話してしまったが，その後すぐ，
日本人と話すとき，先輩に尊敬の意を払い自分との上下関係を表すために，先輩のことを「―
さん」を付けて呼ぶほうが失礼にならないと気づき，「おうきさん」と言い直した，と C1 は報
告した． 
つまり，まず母語の中国語の規範の転移で日本語規範から上下関係が不適切に表現された逸
脱が発生した．話者は発話の途中でこの逸脱に留意し，この表現が失礼なことになると否定的
な評価をした．そして，この逸脱を訂正するために，敬意を表す「―さん」を人名に付け加え
る調整手段を選び，適切な上下関係が表現できる「おうきさん」で言い直して事中調整を実施
した，という管理プロセスになる． 
 
4.4.2 親しさを強調するための二次調整 
 例 6 は他称詞の固有名詞・定記述に対する二次調整の例である． 
 
【例 6】会話 2 から                                   
番号 話者 発話 
1 C2 あの，さちこ，さちこちゃん， 
2 J2 さちこさん， 
3 C2 うん，いい人， 
4 J2 すごいね，さちこさんね， アエイでもね，なんだろう，あの，こうそう，こう
そうじゃないや，しょうっと，しょうがい，しょうがい，しょうがい， 
5 C2 しょうがいってなに↑ 
6 J2 しょうがいしょうがい，なんかね，こん，コンテスト大会とか，やりませんか，
とかで，いろいろ相談して，A 大の顔みたいな， 
7 C2 え，そんな↑ 
 
C2 はこの会話で，短期バイトのバイト先で偶然に「さちこ」という人にあって，二日間一緒
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にバイトしていたという話をしている．ここの話題の人の「さちこ」は J2 のサークルの先輩で，
C2 は前から面識があるが話したことがなかったが，二日間のバイトを通して親しさを感じた．
C2 は「さちこさん」だと親しさが表せないためまず母語の中国語の規範によって下の名前の「さ
ちこ」だけで指示し発話したが，発話した後，日本語の規範によって名前だけでは冷たくて距
離感があると判断し，親しい感じを与える「―ちゃん」をつけて言い直した．しかし J2 はこれ
に違和感を感じ，「さちこさん」と言い換えた．「さちこ」が自分の先輩で，C2 が自分と同輩な
ので，先輩を「ちゃん」で呼ぶと少し失礼になり，それを訂正するために言い換えたのだと J2
は FUI で説明した． 
この説明を言語管理の視点から言い換えると，話者 C2 がまず話題の人に対する親しさを不
適切に表現する逸脱を予測して，この逸脱を防ぐために母語の中国語の規範に基いた親しい呼
び方の使用で調整を実施した．しかし，この調整が成功にいたらず，日本語規範から逸脱が現
れ，親しさが不適切に表現された．発話してから，話者がこの逸脱に留意し，日本語規範に合
わせて先の表現が距離感を与えるとマイナスな評価をした．そして，この逸脱を訂正するため
に，日本語規範に従って親しい感じを持つ「名前＋ちゃん」の人称詞で言い直す二次調整を実
施した，という管理プロセスとなる．しかし，この二次調整によってもコミュニケーション問
題が解決できなかった．日本語規範によって，先輩の人に対して「名前＋ちゃん」の表現も不
適切であるため，失礼な言い方になり，日本語母語話者の聞き手に違和感を与えた．J2 はこの
新たな逸脱を否定的に評価し，「さちこさん」と発話し，他者調整を実施した． 
 
5. まとめ 
今回の調査によって，日本語による日中接触場面の会話においては，中国人日本語学習者が
人称詞の使用を意識的に管理しながらコミュニケーションを維持していくことが明らかにな
った． 
中国人日本語学習者の自称詞の言語管理プロセスには以下の特徴が見られた．逸脱の段階に
おいては主に学習者の伝達規範から文脈の不明確さと指示対象の不明確さの逸脱が発生し，学
習者に留意され否定的に評価された．そしてこれらの逸脱に対して訂正するとき，学習者は調
整計画の段階で調整ストラテジーとして主に指示機能を持つ自称詞の「わたし」を使用して事
前調整や事後調整をする．学習者は「わたし」以外の自称詞の人称代名詞を日本語規範に従っ
て場面によって適切に使い分けられないため，発話が始まる前に回避するストラテジーの使用
で事前調整を施す． 
対称詞の言語管理には二人称代名詞を回避する事前調整が多く見られた．原因としては，中
国人日本語学習者は自分の日本語学習経験から二人称代名詞が丁寧ではないという強い意識
を持っていたことが挙げられる. この意識から接触場面においてよいコミュニケーションを維
持するために二人称代名詞の使用を回避していたと考えられる．具体的には(1)顔を聞き手のほ
うに向けて目線で聞き手を指し示す，(2)語尾音調の上昇や授受表現や敬語表現で聞き手を暗示
する，(3)「あのう」「ね」などの呼びかけ語の使用で聞き手の注意を呼び起こす，(4)固有名詞・
定記述で聞き手を呼びかけたり指示したりする，といったようなストラテジーを活用して二人
称代名詞の使用を回避している． 
他称詞に関する言語管理は三人称代名詞を回避する事前調整と固有名詞・定記述の使い分け
に対する調整がほとんどである．逸脱段階では学習者の中国語母語規範からの転移で上下関係
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や親疎関係の表現が不適切になるという逸脱が最も多く観察された．しかし，調整計画段階で
は学習者は日本語規範に従って他称詞を正確に使い分けられないため，調整が成功にいたらず，
コミュニケーション問題が解決できなかったことも見られた．また，FUI データによって，中
国人日本語学習者は三人称代名詞が親しすぎる関係を表すという日本語規範にあわせた規範
を持っているため，言語問題を避けるために三人称代名詞の使用を回避する意識が明らかにな
った． 
今回は日中接触場面における中国人日本語学習者側の人称詞に関する言語管理プロセスを
中心に考察したが，これからさらに日本語母語話者側の人称詞に関する言語管理をも見ていき
たい．また，今回の調査結果を日本語母語場面と中国語母語場面の会話データと比較し，日中
接触場面のコミュニケーションにおける人称詞使用と管理の特徴，さらには日中それぞれの母
語の人称詞の使用と管理からの影響も解明していく． 
 
本稿で使用した会話データの文字化記号 
↑ 上昇音調 
～ 笑う 
(・・) ポーズ 
＞ ＜ 発話スピードが遅くなる 
― 語尾音の伸ばし 
(// ) 発話の重なり開始箇所 
××× 聞き取り不能部分 
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1 この四つの話題は，(1)大学での印象的な出来事について話し合う，(2)参加したイベント(パーティ，飲み会な
ど)でのエピソードについて話し合う，(3)思い出の旅行について話し合う，(4)友達や知合いの出来事について話
し合う，という内容である． 
2 表 2 は新里(1998)にあげられた人称詞の例(pp.24-25)を基にして作られた表である． 
3 高(2006)では，言語表現が生成するまでの過程について，「ある言語表現の選択には，一般的に(1)インプット
から機能の選択，(2)機能から表現の選択，(3)表現から表層化に向けての具体的な形式の選択という 3 つの段階
があり，言語表現はこれらの 3 つの段階での要素の選択を経て実現され」，表層化の段階では，「言語表現の具
体的な形が決まり，それが談話の表面上に現れる．」と述べている． 
4 この人名「おうき」を含めて本稿の会話例に出る人名はすべて仮名である．ただし人名の構成や性質も本稿の
分析対象のため，仮名の構成と性質が本名と同じものにした．たとえば，本名が苗字の「スズキ」の場合，本稿で
は同じ構成の苗字の「アオキ」の仮名に変更する．本名が愛称の「ハナコちゃん」の場合，本稿では同じ構成の愛
称の「ミチコちゃん」の仮名に変更する． 
